
平
成
19
年
度
収
支
予
算
案
を

作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
定
率

会
費
の
積
算
基
礎
と
な
る
会
員

の
年
間
売
買
高
を
、
今
年
度
の

売
買
高
が
最
も
減
少
し
た
18
年

11
月
か
ら
19
年
１
月
の
３
カ
月

平
均
で
約
１
億
２
、
０
０
０
万

枚
と
見
込
ん
だ
。
18
年
度
の
見

込
売
買
高（
１
億
８
、
４
７
５

万
枚
）に
比
べ
る
と
約
35
％
減
。

こ
の
会
員
売
買
高
に
予
納
額

単
価
２
円
50
銭（
１
枚
当
た
り
、

前
年
度
と
同
額
）を
乗
じ
た
定

率
会
費
は
３
億
７
、
０
０
０
円

と
な
り
、
こ
れ
に
運
営
準
備
金

取
崩
し
収
入
、
雑
収
入
、
前
期

繰
越
収
支
差
額
を
合
わ
せ
た
収

入
合
計
は
別
表
の
通
り
約
３
億

制
度
政
策
委
員
会
の
議
論
を
経

て「
清
算
機
構
の
あ
る
べ
き
方

向
に
つ
い
て﹇
骨
太
方
針
案
﹈を

作
成
、
総
合
的
な
機
構
と
す
る

こ
と
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
充

実
を
図
る
こ
と

―
な
ど
を
要

望
し
続
け
る
こ
と
と
し
、
今
年

２
月
23
日
付
で
加
藤
雅
一
会
長

名
の
依
頼
文
書
も
出
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
決

ま
っ
た
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
主
な
事
業

前
年
度
予
算
比
３８
％
の
大
幅
削
減

2007年２月の全国商品取引所の出来高は、前月比で
7.7％のプラスとなった。前年同月比は69.6％だがこれ
も前月（67.1％）とほぼ横ばい。１位の金は前年同月比こ
そ80.2％だが前月比では24.4％プラスと盛り返す。２位
Non-GMO大豆は前月に続き出来高100万枚台を維持す
るとともに、前年同月比11.8％プラス、前月比で5.6％プ
ラスと伸びた。
取引所別の出来高では、全ての取引所が前年同月を

下回り、前年同期累計比は70％を下回っている。その
中では東穀取が８０％以上の数字を示し、健闘が目立つ。
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全国商品取引所出来高
1位、2位が100万枚台を維持

日
本
商
品
清
算
機
構（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｈ
）へ
預
託
さ
れ
る
全
国
４

商
品
取
引
所
の
取
引
に
関
す
る

２
月
末
の
預
託
証
拠
金
残
高

は
、
約
４
、

４
２
６
億

円
で
、
前

月
に
続
き
、

対
前
月
比

増
と
な
っ

た（
約
２
２

４
億
円
、

５
・
３
％
増
）。
前
年
同
月
比
は

５
・
６
％
減
だ
が
、
こ
れ
は
過

去
３
カ
月
の
中
で
は
最
も
下
げ

率
が
小
さ
い
。

2
カ
月
連
続
で
増
加

月末の預託証拠金額
残高の推移

（単位：百万円）

JCCH

２
０
０
６
年

月　末 証拠金計
2月 469,313
3月 496,838
4月 541,845
5月 515,359
6月 439,564
7月 461,590
8月 435,922
9月 428,863
10月 417,978
11月 416,225
12月 403,297
1月 420,267
2月 442,685

2
月
末
の
預
託
証
拠
金

確
定
・
予
納
単
価
と
も
２
円
５０
銭

５
、
１
７
５
万
円
で
、
前
年
度

予
算
額
対
比
で
み
る
と
２
億
９

０
０
万
円（
37
・
２
％
）の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
支
出
で
は
、
新
年
度

予
算
を
大
幅
に
削
減
す
る
中

で
、
商
品
取
引
制
度
の
改
善
及

び
会
員
の
経
営
改
善
に
資
す
る

た
め
の
必
要
な
経
費（
制
度
改

善
推
進
事
業
費
）と
、
商
品
取

引
全
般
に
係
る
研
究
調
査
及
び

統
計
資
料
等
の
作
成
・
分
析
に

必
要
な
経
費（
企
画
調
査
事
業

費
）は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
予

算
比
１
・
７
％
減
、
５
・
３
％
減

と
極
め
て
小
幅
の
減
少
に
と
ど

め
た
。

日
本
商
品
清
算
機
構（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｈ
）は
２
月
27
日
の
取
締
役

会
で
、
平
成
19
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
案
を
決
議
し
、

そ
の
事
業
計
画
に
、
先
物
協
会

の
要
望
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

先
物
協
会
は
昨
年
12
月
に
、

先
物
協
会
の
総
務
委
員
会
が
２
月
20
日
に
開
か
れ
、
平
成
19

年
度
の
収
支
予
算
案
を
決
め
た
。
会
員
の
売
買
減
少
に
よ
る
会

費
収
入
の
大
幅
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
別
表
の
通
り

前
年
度
予
算
額
に
比
べ
約
38
％
減
の
超
緊
縮
収
支
予
算
を
組
ん

だ
。
こ
の
委
員
会
の
あ
と
、
幹
部
会
、
理
事
会
で
、
企
画
調
査
事

業
費
の
前
年
度
並
へ
の
増
額
、
そ
れ
に
伴
う
運
営
準
備
金
の
取
り

崩
し
、
事
務
所
費
等
の
新
た
な
削
減
案
が
決
ま
り
、
そ
の
分
を
修

正
し
て
３
月
15
日
の
臨
時
総
会
で
正
式
決
定
す
る
。

総
務
委
員
会
で
は
、
企
画
調

査
事
業
費
を
削
減
し
た
予
算
案

で
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

幹
部
会
で
、
企
画
調
査
事
業
は

先
物
協
会
の
根
幹
と
な
る
事
業

で
あ
り
、
今
後
の
制
度
検
討
に

機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
並
み
に
増

額
修
正
し
た
。

し
か
し
、
広
報
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
先
月
号
で
既
報
の
と

お
り
、
収
入
減
か
ら
大
幅
に
削

減
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
特

に
、
新
聞
・
電
波
媒
体
広
報
実

施
諸
費
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

報
費
な
ど
の
広
報
実
施
費
は
18

年
度
の
２
億
１
、
３
２
６
万
円

か
ら
１
億
６
、
２
８
０
万
円

（
約
76
％
）を
減
額
し
約
５
、
０

０
０
万
円
と
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
作
成
諸
費

も
約
２
、
６
０
０
万
円
と
前
年

度
予
算
比
19
％
ほ
ど
減
ら
し
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
開
催
費
は
約

先物協会

19
年
度
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
事
業
計
画

計
画
は
次
の
通
り
。

①
さ
ら
な
る
業
務
実
施
体
制

の
整
備
②
電
子
的
デ
ー
タ
提
供

を
、
清
算
参
加
者
の
利
便
性
向

上
と
経
費
削
減
の
観
点
か
ら
、

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て

行
う
よ
う
改
め
る
③
清
算
参
加

者
の
財
務
状
況
や
取
引
証
拠
金

の
預
託
状
況
に
つ
い
て
の
調

査
・
監
査
業
務
の
充
実
向
上
に

努
め
る
④
決
済
不
履
行
に
係
る

対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
業
界
意

思
を
も
十
分
聴
取
し
、
論
点
整

理
を
行
う
と
と
も
に
、
清
算
シ

ス
テ
ム
の
機
能
改
善
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。

会
議
出
席
日
当
な
ど
返
上

先
物
協
会
は
２
月
28
日
の
理

事
会
で
、
会
長
提
案
に
よ
っ
て
、

新
年
度
か
ら
①
会
員
役
員
に
対

す
る
会
議
出
席
日
当
の
返
上
、

②
協
会
役
職
員
の
出
張
手
当
の

返
上

―
を
決
め
た
。

会
員
の
お
か
れ
て
い
る
厳
し

い
現
状
か
ら
、
協
会
が
率
先
し

て
事
務
所
費
の
節
減
等
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
、
諸
団
体
機

能
の
見
直
し
や
連
携
へ
の
契
機

と
す
る
の
を
目
指
し
て
い
る
。

理
事
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ

た
。ま

た
、
会
長
よ
り
、
常
務
理

事
か
ら
年
俸
20
％
カ
ッ
ト
の
申

し
出
が
あ
り
、
幹
部
会
で
半
年

間
に
限
定
し
て
受
け
入
れ
る
こ

と
に
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

予
算
案
は
３
月
15
日
の
臨
時
総

会
に
提
出
さ
れ
る
。

２
０
０
７
年

会
員
売
買
高

３５
％
減
見
込
み

平平成成1199年年度度
先先物物協協会会予予算算案案

［収入の部］ 

当期収入合計 

前期繰越収支差額 

　収　入　合　計 

［支出の部］ 

事　業　費 

1.制度改善推進事業費 

2.企画調査事業費 

3.広報事業費 

　（広報実施費） 

事務所費 

　支　出　合　計 

312,225 

39,530 

351,755 

 

177,077 

13,304 

59,725 

103,978 

50,462 

166,136 

351,755

66.2 

44.4 

62.7

49.4 

98.3 

94.7 

36.9 

23.7 

96.8 

62.9

73.6 

49.0 

69.6

59.4 

303 

142 

41.3 

25.2 

108.2 

75.9

19年度 
予算額 

18年度 
予算額比（％） 

18年度 
決算見込額比（％） 

平成19年度予算（案）概要［修正済み］ 

清
算
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善
検
討

違
反
行
為
通
報
窓
口
を

開
設

日

商

協

日
本
商
品
先
物
取
引
協
会
は

２
月
15
日
、
違
反
行
為
通
報
窓

口
を
開
設
し
た
。
昨
年
４
月
施

行
の
公
益
通
報
者
保
護
法
に
基

づ
き
、
商
品
取
引
所
法
や
日
商

協
の
自
主
規
制
規
則
に
違
反
す

る
行
為
を
上
司
か
ら
強
要
さ
れ

た
り
、
違
反
行
為
を
見
つ
け
た

場
合
に
、
日
商
協
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
電
子
メ
ー
ル
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
付
け
る
。

制
度
改
善
、

企
画
調
査
に
重
点
置
く

商
品
取
引
所
分
科
会

3
年
3
カ
月
ぶ
り
に
開
く

・
農
林
水
産
、
経
済
産
業
両
省

は
７
日
、
産
業
構
造
審
議
会
商

品
取
引
所
分
科
会
を
14
日
午
後

２
時
か
ら
経
産
省
で
開
く
と
発

表
し
た
。

２
０
０
５
年
５
月
施
行
の
改

正
商
品
取
引
所
法
の
運
営
状
況

や
金
融
商
取
引
法
の
成
立（
06

年
６
月
）に
伴
う
改
正
商
取
法

（
今
年
７
月
施
行
予
定
）の
概
要

１
、
５
７
０
万
円
で
、
同
33
％

減
。事

務
所
費
は
、
今
年
度
の
実

績（
決
算
見
込
額
）を
勘
案
し

て
、
旅
費
交
通
費
、
図
書
印
刷

費
、
会
議
費
、
借
料
・
損
料
・

諸
費
を
そ
れ
ぞ
れ
若
干
で
あ
る

が
減
額
し
た
。
ま
た
、
前
年
度

予
算
で
は
予
備
費
と
し
て
１
、

５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
た

が
、
新
年
度
は
計
上
し
な
い
。

な
ど
が
議
題
と
な
る
。

産
構
審
商
取
分
科
会
は
03
年

12
月
24
日
に
、
商
取
法
改
正
に

関
す
る
中
間
報
告
を
ま
と
め
た

後
は
、
開
か
れ
て
い
な
い
の
で

３
年
３
カ
月
ぶ
り
の
開
催
。
農

水
省
は
、
今
回
の
商
取
分
科
会

開
催
は
新
し
い
制
度
改
正
に
着

手
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い

―
と
し
て
い
る
。

広
報
事
業
費
は

６３
％
削
減

通
報
対
象
者
は
日
商
協
の
会

員
の
社
員
ほ
か
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
も
含
ま
れ

る
。
日
商
協
が
昨
年
12
月
に
発

表
し
た
ト
ラ
ブ
ル
解
消
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
。

こ
の
よ
う
な
超
緊
縮
予
算
で

協
会
機
能
を
ど
う
発
揮
し
て
い

く
か
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

3
月
１４
日

農水・
経産省


